
 
 

これまでの研究     

研究内容 
 

 Ⅰ 「意欲的な姿」を引き出すための工夫点の整理 
 

 Ⅱ 授業づくりのＰＤＣＡサイクルの構築 
 

 Ⅲ 授業づくりの３つのツールを活用した授業改善  

指導の形態の考え方の整理、個別の指導計画の充実、保護者及び関係機関と
の連携の在り方を探るとともに、授業の充実 

平成２３年～２５年 
 子どもたちの豊かな生活を求めて 

“日常生活の指導”“生活単元学習”“作業学習”について、指導内容を設定、
改善するとともに、その設定、改善の手順と条件の整理 

指導の形態毎の基本的な考え方や指導内容の整理を行い、本校独自の指導内
容表（ＨＰ研究の成果物参照）を作成した。また、社会の変化に合わせて、指導内
容の改善を随時行った。 
  

取り組みⅠ「意欲的な姿」を引き出すための工夫点の整理 

本校の「意欲的な姿」の捉え・・・「自分から進んで活動する姿」を基盤として、
題材・単元を通して、発展的に姿が変化していく。児童生徒一人ひとり、指導
の形態によって、現れる姿や過程は個別的なものであると考える。 

「意欲的な姿」 

・指導内容の設定・・・可能性、価値性、必要性 
・目標の個別化、具体化、焦点化 

・教材の選定・・・・・・・指導内容が指導でき、生活につながる教材 
・題材計画の立案・・・学び取りに応じたスモールステップ 
・学習環境の整備・・・分かって動ける場面設定や思考を促す教具 
・学習活動の設定・・・習得、定着、活用の学習過程 
・働きかけの工夫・・・個に応じたタイミング、働きかけの種類や段階 

意欲的な姿を 
引き出すための 

工夫点 

取り組みⅡ 授業づくりのＰＤＣＡサイクルの構築 

平成１４年～２１年 
 子どもたちの豊かな生活を求めて 

大分大学教育学部附属特別支援学校 

児童生徒が活動に意欲的に取り組むための授業づくり                 

－授業構想チェックシート等を活用して－ 

平成１１年～１３年 
子どもの将来の生活に生きる授業を求めて 

研究テーマ 

○授業づくりのＰＤＣＡサイクルイメージ図 

    インフォームド・コンセントをふまえた保護者との連携 

指導内容と 
目標設定 

授業づくりの項目 

子どもの能力・適性に応じた支援を明らかにする 

平成６年～１０年 
主体的に活動する子どもを求めて 

○授業づくりの３つのツールの開発 

授業構想 
チェックシート 

授業構想シート 

振り返りシート 

３つのツールの役割と授業づくりのＰＤＣＡサイク
ルで使うタイミングを整理した。３つのツールは、
授業づくりの項目毎に視点を整理した授業構想
チェックシート、授業プランを書き込み、共同授
業者と打合せに使用する授業構想シート、授業
改善のための児童生徒の様子と改善のアイデ
アを検討するための振り返りシートである。 
（本校ＨＰに３つのツールを公開中） 

取り組みⅢ 授業づくりの３つのツールを活用した授業改善 

意欲的な姿をめざした授業づくり 

＜小学部＞    
○国語 
○算数・数学 
○遊びの指導  
○図画工作 

＜中学部＞    
○国語 
○算数・数学 
 

＜高等部＞    
○作業学習 

それぞれの実践を実践事例として整理 
（本校ＨＰで一部公開中） 

暗黙知 形式知 

これまでのベテラン教師からのノウハウ伝達中心の授業づくり
から、職員集団によるアイデアを出し合う授業づくりへの転換 
    

   新たな分大附特の授業づくりの土壌の醸成 

本研究では、“意欲”のキーワードのもと、授業づくりに立ち返り取り組むことと
した。 


